	特別企画１

	奈良の名物ガイドさんに案内してもらう

「大仏殿　生ガイド中継」
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　目の前に建っていますのが東大寺の大仏殿です。中には奈良の大仏様が座っています。東大寺は今からおよそ１２５０年ほど前、第４５代聖武天皇の願いによって建てられました。

その当時、奈良時代の日本の全人口６００万人たらずでした。今では１億２千万人ですから２０分の１しかいなかったわけですけれども、その６００万人の全国民のうち２６０万人までがこの奈良の大仏づくりに参加したと言われています。まさに国家をあげての一大事業であったわけです。

そこまで日本の国家をあげての総力を集めてつくった東大寺でしたが、その後１１８０年　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいらのしげひら),平重衡)の南都焼き討ちにまきこまれて燃えてしまいました。
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その後、鎌倉時代に再び元通り立て直されますが、今度は１５６７年　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),三)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よしながよし),好長慶)、　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まつながひさ),松永久)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひで),秀)、この二人の戦国大名の戦いに巻き込まれて、またまた燃えてしまいます。

それからしばらく１３０年間の長い間、大仏様は大仏殿に入ることなく雨ざらしのまま、この場所に座り続けなければなりませんでした。

目の前の大仏殿ができたのは、今から３００年ほど前の江戸時代、西暦１７０９年のことになります。

もちろん世界最大の木造建築、高さ４８ｍ・奥行き５０ｍ・正面の幅５７ｍ　しかしこれだけ大きいものではありますが、もともと最初のものと比べたらこれでも小さくなっています。

今、現在正面の幅は５７ｍ、柱は全部で８本並んでいますが、昔はさらにその両側に柱の間隔２本分ずつ長くて、全部で正面１２本の柱が並んだ前の幅が８８ｍはあったというさらに横長の巨大なものでした

屋根の一番上に金色のかざりものがあります。しびといって魔よけのかざりものですが、あれだけで３ｍ４０ｃｍにもなります。

真正面についている曲がった形の銅版ぶきの屋根ですが、あの屋根の両はばの長さが足元の石畳のはじからはじまでと同じ長さの幅になっています。どんどん近づいていくと大屋根が覆いかぶさってくるということになります。

屋根瓦の枚数、全部で１３万３０００枚　重さ２２００トン、普通の車、乗用車が１台１トン１０００キロとしたら２２００台分があの上にあるわけです。

それから体重６０キロの人間だったら何人分でしょうか？　

体重６０キロの人間でしたら３万６６６６人の人がのっていることになります。１００人が乗ってもだいじょうぶという物置どころではありません。

イナバ。
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